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第
２
回 

臨
時
会
・
定
例
会　
審
議
内
容

肝付町議会臨時会（５月18日）

1,636万円を追加し104億5,636万円
子育て世帯生活支援特別給付金

1,125万円

第2回

肝付町議会定例会（６月９日）第２回

令和 5年度 肝付町一般会計補正予算 第２号

主なもの

可決

議　案

可決●�肝付町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正について

可決
●�肝付町職員の特殊勤務手当支給条例及び肝付町会計年度任用職
員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について

可決●�岸良辺地に係る総合整備計画の策定について

議　案

●�令和４年度肝付町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
報　告

同意●�農業委員会委員の任命（同意第１号～16号）
（任命期間：令和 5 年 9 月 1日～令和 8 年 8 月 31日まで）

第 1 号 永　野　易　美 第 7 号 黒　江　幹　也 第13号 山　下　昭　司
第 2 号 坂　口　利　邦 第 8 号 立　迫　直　美 第14号 中　村　重　治
第 3 号 中　原　つや子 第 9 号 福　田　智　浩 第15号 横　山　一　郎
第 4 号 上名主　辰　也 第10号 美　坂　美智子 第16号 内　村　香　織
第 5 号 藤　井　勇　次 第11号 上髙原　正　人
第 6 号 内　村　綾　美 第12号 大　窪　輝　則

同　意



3

第
２
回 

定
例
会　
審
議
内
容

2億3,378万円を追加し106億9,015万円
令和 5年度 肝付町一般会計補正予算 第３号

可決

コミュニティ助成事業補助金
770万円

電力・ガス・食料品等
価格高騰重点支援給付金事業
1億890万円
鹿児島県保育所等
給食支援事業費補助金
367万円

電力価格高騰対策土地改良区
緊急支援事業補助金
332万円

給食費負担軽減事業補助金
159万円

福祉施設等物価高騰対策支援金

1,236万円

介護福祉施設等、障がい者施設等に介護福祉施設等、障がい者施設等に
対し食材費の高騰分を支援するもの対し食材費の高騰分を支援するもの

医療機関に対するエネルギー
価格高騰対策支援事業補助金

328万円
国の推奨するメニューに基づき、電気な
どのエネルギー高騰分を支援するもの

修繕料
（学校施設樹木伐採剪定業務）

863863万円万円
安全な施設環境提供を目的とし樹木安全な施設環境提供を目的とし樹木
伐採や剪定を行うもの伐採や剪定を行うもの

施設園芸用燃油価格高騰
緊急対策事業費補助金

717万円

施設栽培で必要な暖房機に使用する施設栽培で必要な暖房機に使用する
燃料価格高騰に伴い購入代金の一部燃料価格高騰に伴い購入代金の一部
を助成するものを助成するもの

主なもの

畜産経営体力配合飼料高騰
緊急支援対策事業補助金

3,700万円
配合飼料の価格高騰に伴い令和 5年 1月配合飼料の価格高騰に伴い令和 5年 1月
から 12月の期間に出荷する牛豚に係るから 12月の期間に出荷する牛豚に係る
配合飼料費の一部を助成するもの配合飼料費の一部を助成するもの
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第
２
回 

定
例
会　
審
議
内
容

◎総務・文教委員会

　・町内の学校の現状について

◎産業・福祉委員会

　・空き家対策について

◎議会広報委員会

　・議会広報誌作成に関する調査

◎議会運営委員会

　・定例会・臨時会の会議日程等議会の運営に関する事項

◎議員活動と議員定数調査特別委員会

　・議員活動と議員定数調査について

各委員会の閉会中の継続調査

肝付町議会定例会（６月23日）第２回

可決●�森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書について
発　議

採択●�教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをは
かるための、2024年度政府予算に係る意見書採択の陳情について

陳　情

可決●�肝付町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について

可決●�教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げ
をはかるための、2024年度政府予算に係る意見書について

発　委

同意●�固定資産評価員の選任について　一松 敬一（税務課長）

同　意
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第
２
回 

臨
時
会
・
定
例
会　
議
案
に
対
す
る
各
議
員
の
賛
否
状
況

　令和５年　第２回臨時会

議案番号 案件名
賛否の意思表示

議決結果前
原
松
元
宮
後
𠮷
原
前
田
田
中
中
原
富
永
恒
吉
木
村
益
山
田
布
尾
柳有
留

承認第 2号 肝付町税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めること 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 承　　認

承認第 3号 令和 5年度肝付町一般会計補正予算（第1号）の専決処分の承認を
求めること 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 承　　認

議案第27号 令和 5年度肝付町一般会計補正予算（第2号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 原案可決

　令和５年　第２回定例会

議案番号 案件名
賛否の意思表示

議決結果前
原
松
元
宮
後
𠮷
原
前
田
田
中
中
原
富
永
恒
吉
木
村
益
山
田
布
尾
柳有
留

議案第28号 肝付町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 原案可決

議案第29号 肝付町職員の特殊勤務手当支給条例及び肝付町会計年度任用職員の
給与及び費用弁償に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 原案可決

議案第30号 岸良辺地に係る総合整備計画の策定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可　　決

議案第31号 令和 5年度肝付町一般会計補正予算（第3号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 原案可決

同意第 1号 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 同　　意

同意第 2号 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 同　　意

同意第 3号 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 同　　意

同意第 4号 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 同　　意

同意第 5号 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 同　　意

同意第 6号 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 同　　意

同意第 7号 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 同　　意

同意第 8号 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 同　　意

同意第 9号 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 同　　意

同意第10号 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 同　　意

同意第11号 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 同　　意

同意第12号 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 同　　意

同意第13号 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 同　　意

同意第14号 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 同　　意

同意第15号 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 同　　意

同意第16号 農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 同　　意

発議第 1 号 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可　　決

陳情第 1 号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはか
るための、2024年度政府予算に係る意見書採択の陳情 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 採　　択

発委第 3号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはか
るための、2024年度政府予算に係る意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可　　決

発委第 4号 肝付町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可　　決

同意第17号 固定資産評価員の選任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 同　　意

議案に対する各議員の賛否状況

※賛否の表示は、○賛成、×反対となっています。
※議長には、表決権がありません。
※各議案（案件名）の「～について」は、省略しています。
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77 人が問う人が問う

一
般
質
問

☆YouTube『肝付町議会』第2回定例会　中日①～②でご視聴できます。

一般質問とは
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の
表明を求めること。
　掲載内容については、それぞれの質問者がまとめ、議会広報委員会が編集したものです。

66 人が問う人が問う
木
き

村
むら

　實
じつ

馬
ま

  議員

・有害鳥獣被害の補助金充実について

P. 7
富
とみ

永
なが

　洋
よう

一
いち

  議員

・自然災害時期の対策を問う
・監査の指摘事項を問う

P. 8

益
ます

山
やま

　二
じ

郎
ろう

  議員

・�町内小中学校の体育館にエアコン設置
は考えられないか。

P.12
𠮷
よし

原
はら

　光
ひかる

  議員

・宇宙のまちづくりについて

P.11

※�二次元コードから各議員の一般質問の動画を閲覧で
きます。

二次元コードを読み取るには…二次元コードを読み取るには…
①スマートフォンのカメラを起動
②読み取りたい二次元コードをカメラの画面に映す
③画面に出てくる「読み取りに成功」の文章をタップ
※専用のアプリから読み取る方法もあります。

宮
みや

後
うしろ

　竜
りゅう

一
いち

  議員

・農業振興（水田政策）について
・堆肥センターについて

P. 9
中
なか

原
はら

　稔
みのる

  議員

・少子化対策について

P.10
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一
般
質
問 木

村 

實
馬  

議
員

問　

私
は
令
和
４
年

の
第
４
回
定
例
会
に
お

い
て
、
本
町
の
山
間
地

域
の
農
地
を
守
り
な
が

ら
、
環
境
保
全
や
農

地
の
持
つ
多
面
的
機
能

に
貢
献
し
て
い
る
農
家

に
支
援
の
手
を
差
し
伸

べ
る
対
策
が
必
要
で
は

な
い
か
と
質
問
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

制
度
設
計
に
つ
い
て
は

近
隣
市
町
の
実
情
も
参

考
に
し
、
検
討
す
る
と

い
う
答
弁
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
検
討
さ
れ
た
結

問　

計
画
を
進
め
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
の

で
早
急
な
調
査
を
含
め

て
、
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
が
、
ち
な
み
に
南
大

隅
町
は
、
今
年
度
か
ら

自
治
会
単
位
で
も
で
き

る
よ
う
に
要
綱
も
改
正

さ
れ
た
よ
う
で
す
。
個

人
や
振
興
会
に
対
す
る

支
援
を
い
つ
の
時
点
ま

で
に
実
行
さ
れ
る
の
か

見
解
を
伺
う
。

答　

只
今
調
査
を
進
め

て
お
り
ま
す
の
で
、
時

期
的
な
こ
と
に
つ
き
ま

し
て
は
、
実
態
が
把
握

で
き
次
第
検
討
し
て
参

り
た
い
。

果
を
伺
う
。

答　

近
隣
市
町
で
、
ま

た
全
国
で
多
く
の
市
町

村
が
町
単
独
で
の
事
業

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
確

認
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
事
業
規
模
や
形
式
な

ど
様
々
で
、
今
後
そ
れ

ら
の
事
業
の
有
効
性
な

ど
に
つ
い
て
継
続
し
て

調
査
し
、
ま
た
町
内
で

国
の
事
業
要
件
を
満
た

さ
な
い
地
域
や
、
ニ
ー

ズ
な
ど
数
量
的
な
こ
と

も
調
査
し
て
肝
付
町
の

実
態
を
十
分
踏
ま
え
た

う
え
で
、
事
業
の
新
設

に
向
け
て
計
画
を
進
め

て
参
り
た
い
。

有
害
鳥
獣
被
害
の
補
助
金
の
充
実
を

町
長
…
事
業
の
新
設
に
向
け
て
計
画
す
る

出
しゅっ

穂
すい

前に設置された電気柵
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一
般
質
問富

永 

洋
一  
議
員

問　

施
政
方
針
で
、
安

全
、
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
、
災
害
時
期
を
迎

え
自
助
避
難
で
き
な
い
人

の
把
握
は
で
き
て
い
る
の

か
。

答　

自
助
で
動
け
な
い

方
に
つ
い
て
は
、消
防
団
、

民
生
委
員
等
さ
ま
ざ
ま

な
組
織
に
お
い
て
把
握
し

て
い
る
が
、
気
が
か
り
な

部
分
も
あ
り
各
振
興
会

問　

監
査
の
指
摘
事
項

で
、
経
常
収
支
が
89
．

6
％
と
高
い
比
率
と
な
っ

て
い
る
。

　

そ
の
改
善
策
は
。

答　

行
政
改
革
の
着
実

な
実
行
と
計
画
的
な
財

政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

問　

管
理
職
の
危
機
意

識
と
職
員
の
意
識
改
革

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

答　

課
長
会
の
中
で
、

そ
の
必
要
性
、
有
効
性
を

周
知
し
職
員
に
も
財
政

状
況
等
の
研
修
を
開
催

す
る
。

問　

行
政
改
革
の
中
間

的
検
証
を
報
告
す
べ
き
。

と
連
携
を
と
り
把
握
に

努
め
る
。

問　

防
災
組
織
も
高
齢

化
が
進
み
弱
体
化
し
て
い

る
の
で
は
、
組
織
の
機
能

強
化
に
は
行
政
の
関
与

が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　

避
難
訓
練
や
地
区

防
災
計
画
等
に
県
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
申
込
み
が

少
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。

問　

危
険
箇
所
に
つ
い

て
は
把
握
し
て
い
る
の

か
。

答　

現
状
確
認
も
含
め

点
検
し
、
防
災
機
関
と

の
情
報
共
有
を
図
っ
て
い

る
。

答　

本
年
度
よ
り
運
行

日
誌
を
シ
ス
テ
ム
化
し
取

り
く
ん
で
い
る
。

問　

補
助
金
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
厳
し
い
指
摘

が
さ
れ
て
い
る
が
。

答　

執
行
す
る
段
階
で
、

実
績
報
告
等
査
定
し
務

め
て
い
く
。

問　

指
導
者
の
い
な
い

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
の
厨

房
の
見
回
り
は
。

答　

年
４
回
害
虫
駆
除

及
び
清
掃
業
務
委
託
の

検
査
を
行
っ
て
い
る
。

答　

中
間
報
告
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
行
政
改
革

推
進
委
員
会
を
開
催
し

報
告
す
る
計
画
で
あ
る
。

問　

時
間
外
手
当
に
つ

い
て
、
上
限
360
時
間
を
超

え
て
い
る
職
員
が
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
仕
事
の
分

散
を
す
べ
き
と
あ
る
が
。

答　

業
務
量
調
査
の
結

果
を
基
に
、
業
務
内
容

の
精
査
を
行
い
事
務
の
軽

減
を
図
る
。

問　

公
用
車
の
効
率
的
運

用
は
図
ら
れ
て
い
る
か
。

災
害
時
期
に
備
え
危
険
箇
所
の
把
握
は

経
常
収
支
比
率
の
改
善
の
取
り
組
み
は

町
長
…
危
険
箇
所
の
現
状
確
認
を
行
っ
て
い
る

町
長
…
行
政
改
革
を
計
画
的
に
実
行
す
る

※　

会
計
監
査
の
指

摘
事
項
を
遵
守
し
、

住
民
の
財
政
需
要
に

対
応
を
！

※　

共
助
、
公
助
に

よ
る
安
全
確
保
を
！

危険箇所点検中（淵尻橋付近）

会計監査意見書
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一
般
質
問 宮

後 

竜
一  

議
員

問　

肝
付
町
の
米
づ
く

り
は
、
本
年
度
が
271‌

ha
、

生
産
者
が
425
名
で
あ
る
。

施
政
方
針
の
中
で
の
お

い
し
い
米
づ
く
り
・
売

れ
る
米
づ
く
り
の
条
件

整
備
と
は
。

答　

消
費
者
が
求
め
て

い
る
安
心
安
全
な
農
作

物
と
し
て
の
付
加
価
値

「
認
証
」
を
つ
け
て
売
り

出
す
。

問　

作
付
け
に
関
す
る

施
肥
・
水
管
理
・
保
管

方
法
・
炊
き
方
等
米
づ

く
り
の
勉
強
会
を
町
全

体
で
取
組
む
べ
き
で
は
。

答　

お
い
し
い
米
づ
く

り
研
究
会
の
方
々
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

問　

施
政
方
針
の
中
に

水
田
で
の
高
収
益
作
物

等
へ
の
誘
導
と
あ
る
が
。

答　

水
田
の
畑
地
化
・
団

地
化
が
必
須
で
あ
り
、
基

盤
整
備
と
支
援
を
図
っ
て

い
き
な
が
ら
転
換
が
推
進

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

問　

安
定
し
た
収
入
が

見
込
め
る
野
菜
振
興
に

力
を
入
れ
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
農
作
業
人
材

不
足
で
現
状
維
持
す
ら

難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
町
と
し
て
の
考
え

方
は
。

答　

農
業
の
分
野
に
関

わ
ら
ず
医
療
・
建
設
・

製
造
業
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
現
場
で
働
き
手
が

不
足
し
て
い
る
。
今
後

産
業
分
野
の
枠
を
こ
え

た
新
し
い
仕
組
み
を
つ

く
っ
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
。

問　

な
ぜ
町
の
堆
肥
セ

ン
タ
ー
に
ペ
レ
ッ
ト
堆

肥
製
造
設
備
を
導
入
し

た
い
の
か
。

答　

耕
畜
連
携
に
よ
る

堆
肥
の
利
活
用
は
今
後

さ
ら
に
重
要
と
な
る
。

ペ
レ
ッ
ト
加
工
す
る
こ

と
で
粉
末
状
堆
肥
の
デ

メ
リ
ッ
ト
を
解
消
し
、

よ
り
効
果
的
な
利
用
を

図
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。

問　

セ
ン
タ
ー
の
堆
肥

を
全
量
ペ
レ
ッ
ト
に
す

る
考
え
か
。

答　

想
定
は
し
て
い
な

い
が
検
討
し
て
い
く
。

問　

バ
ラ
堆
肥
と
比
べ

て
単
価
が
上
が
る
は
ず

だ
が
。

答　

推
測
さ
れ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。

町
全
体
で
米
づ
く
り
の
底
上
げ
を

ペ
レ
ッ
ト
化
は
単
独
で
や
る
の
か

町
長
…
進
め
て
い
き
た
い

町
長
…
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

※　

堆
肥
セ
ン
タ
ー

の
管
理
費
・
固
定
費

が
上
が
っ
て
く
る
。
ペ

レ
ッ
ト
堆
肥
が
売
れ

れ
ば
良
い
が
高
け
れ

ば
売
れ
な
い
。
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
で
も
行
っ
て
い

る
こ
と
を
な
ぜ
肝
付

町
が
や
る
の
か
？

　

慎
重
に
検
討
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
。

出
しゅっ

穂
すい

前「おいしくな～れ」

ペレット堆肥
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一
般
質
問中

原
　
稔  
議
員

問　

少
子
化
対
策
は
、

本
町
の
将
来
に
と
っ
て

重
要
な
施
策
と
思
い
、

そ
の
施
策
に
つ
い
て
町

長
の
考
え
を
伺
う
。

　

少
子
化
対
策
は
、
国

で
も
子
育
て
支
援
策
な

ど
様
々
な
支
援
策
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

対
策
の
中
で
、
不
妊
治

療
に
係
る
治
療
費
の
経

済
負
担
の
軽
減
策
と
し

て
、
令
和
４
年
４
月
か

ら
治
療
費
の
一
部
が
保

険
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
子
供
を
望
む
人

減
と
少
子
化
対
策
の
一

環
と
し
て
不
妊
治
療
費

助
成
金
助
成
事
業
の
拡

充
を
図
り
、
交
通
費
の

一
部
助
成
は
で
き
な
い

か
。

答　

令
和
４
年
か
ら
保

険
適
用
外
で
あ
っ
た
不

妊
治
療
の
ほ
と
ん
ど
が

保
険
適
用
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
治
療
費
の
自

己
負
担
額
は
平
均
で
大

体
15
万
円
前
後
と
な
っ

て
い
る
。
本
町
は
治
療

費
が
保
険
適
用
と
な
っ

た
令
和
４
年
４
月
か
ら

要
綱
を
改
正
し
20
万
円

を
限
度
に
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
鹿
児
島
県
は
、

保
険
適
用
と
な
っ
た
令

和
４
年
か
ら
助
成
制
度

を
開
始
し
て
い
る
が
、

令
和
５
年
か
ら
先
端
医

療
保
険
の
自
己
負
担
額

の
７
割
と
し
、
10
万
円

を
上
限
と
す
る
助
成
を

し
て
い
る
。
交
通
費
や

宿
泊
費
な
ど
不
妊
治
療

を
さ
れ
る
方
々
に
と
っ

て
は
、
経
済
負
担
は
大

き
く
の
し
か
か
っ
て
く

る
と
理
解
す
る
が
、
こ

の
制
度
改
正
を
見
極
め

な
が
ら
検
討
す
る
。

問　

交
通
費
の
助
成
は

少
子
化
対
策
の
一
助
に

な
る
と
考
え
る
。
対
策

を
更
に
進
め
た
施
策
が

出
来
る
と
考
え
る
が
、

要
綱
改
正
の
考
え
は
な

い
か
。

答　

国
や
県
の
制
度
、

そ
し
て
助
成
の
内
容
等

を
十
分
検
討
し
て
判
断

す
る
。

に
と
っ
て
は
経
済
負
担

の
軽
減
に
繋
が
り
、
嬉

し
い
改
定
で
あ
る
。
本

町
も
不
妊
治
療
費
助

成
金
助
成
事
業
の
要
綱

を
定
め
治
療
費
の
一
部

を
助
成
し
手
厚
い
支
援

が
さ
れ
て
い
る
が
、
治

療
を
行
う
医
療
機
関
は

近
辺
で
は
限
ら
れ
て
い

る
。
鹿
児
島
市
や
姶
良

市
・
都
城
市
が
主
で
あ

る
。
医
療
機
関
ま
で
は
、

渡
船
や
高
速
道
路
等
を

利
用
し
て
受
診
し
て
い

る
為
に
交
通
費
の
負
担

は
大
き
な
経
済
負
担
に

な
っ
て
い
る
。
町
の
将

来
的
展
望
の
為
に
も
少

子
化
対
策
は
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
不
妊
治
療

を
受
診
さ
れ
て
い
る
対

象
者
の
経
済
負
担
の
軽

不
妊
治
療
費
助
成
金
助
成
に
つ
い
て

町
長
…
国
県
の
制
度
を
見
極
め
検
討
す
る
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一
般
質
問 𠮷

原
　
光  

議
員

問　

要
望
書
の
中
身
と

は
。

答　

内
之
浦
宇
宙
空

間
観
測
所
に
お
け
る
ロ

ケ
ッ
ト
打
上
げ
促
進
、

内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測

所
の
民
間
利
用
の
促
進
、

内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測

所
を
活
用
し
た
次
世
代

人
材
の
育
成
、
本
要
望

の
実
現
に
向
け
た
協
議

へ
の
国
の
参
画
で
あ
る
。

問　

目
的
で
あ
る
要
望

書
の
中
身
を
実
現
す
る

た
め
に
、
ど
う
し
て
い

く
の
か
。

答　

関
係
機
関
と
協
議

し
な
が
ら
推
進
し
て
い

き
た
い
。

問　

要
望
書
の
実
現
ま

で
の
進
め
方
、
目
標
・

計
画
と
い
っ
た
も
の
は
。

答　

そ
う
い
っ
た
計
画

は
な
い
。
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
関
係
機
関
と

協
議
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

問　

宇
宙
の
ま
ち
づ
く

り
に
は
、
地
元
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
内
之
浦
宇
宙
空
間
観

測
所
と
の
関
係
強
化
や
、

宇
宙
兄
弟
都
市
の
南
種

子
町
、
５
市
２
町
で
構

成
さ
れ
る
銀
河
連
邦
と

の
積
極
的
な
交
流
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

今
後
の
交
流
の
展
開

は
。

答　

関
係
先
と
連
絡
を

取
り
な
が
ら
、
交
流
は

進
め
て
い
き
た
い
。

問　

宇
宙
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
交
流
人
口

の
増
加
が
見
込
ま
れ
、

受
け
入
れ
体
制
も
必
要

と
な
る
。
こ
れ
を
町
全

体
で
考
え
、
高
山
温
泉

ド
ー
ム
・
や
ぶ
さ
め
館

も
生
か
す
べ
き
で
は
。

　

や
ぶ
さ
め
館
は
、
林

業
構
造
改
善
事
業
の
補

助
金
を
活
用
し
て
建
設

さ
れ
、
あ
と
３
年
で
財

産
処
分
制
限
期
間
が
終

了
し
、
宿
泊
施
設
の
改

修
（
個
室
化
）
も
可
能

と
な
る
が
。

答　

今
の
体
制
、
研
修

施
設
と
し
て
考
え
て
い

く
。
個
室
化
は
考
え
て

い
な
い
。

問　

宇
宙
関
連
産
業
の

誘
致
は
、
長
期
的
な
ス

パ
ン
で
達
成
し
て
い
き

た
い
と
言
わ
れ
る
が
、

イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト

の
多
数
機
打
上
げ
や
、

町
長
が
盛
ん
に
言
わ
れ

る
民
間
ロ
ケ
ッ
ト
の
誘

致
な
ど
も
、
な
か
な
か

目
に
見
え
て
こ
な
い
。

こ
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て

い
る
も
の
を
解
消
で
き

れ
ば
、
前
進
し
て
い
く

と
考
え
る
。

　

こ
の
一
番
の
ネ
ッ
ク

は
、
何
と
考
え
る
か
。

答　

私
も
そ
れ
が
、
答

え
が
欲
し
い
。

問　
「
宇
宙
食
を
肝
付

町
か
ら
」
辺
塚
だ
い
だ

い
か
ん
ぱ
ち
や
、
肝
付

牛
が
宇
宙
に
行
っ
た
ら

と
考
え
る
と
、
夢
や
物

語
が
広
が
る
。
宇
宙
食

は
災
害
時
の
保
存
食
や

お
土
産
と
し
て
も
活
用

さ
れ
て
い
て
、
面
白
い

と
考
え
る
が
。

答　

今
の
意
見
は
参
考

に
し
て
進
め
た
い
と
思

う
。

宇
宙
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の
目
的
は

糸
口
と
な
り
得
る
の
は
地
元
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

町
長
…
要
望
書
の
中
身
を
実
現
す
る
こ
と
だ

町
長
…
連
携
は
必
要
だ
と
常
々
考
え
て
い
る

ロケット打上げの成功祈願に
関係者がお参りした「長

なが

坪
つぼ

観音」
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益
山 

二
郎  
議
員

問　

小
中
学
校
の
体
育

館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
が
必

要
と
考
え
る
。
普
通
教

室
の
設
置
率
は
全
国
平

均
で
90
％
を
超
え
て
い
る

中
、
体
育
館
は
12
％
で
あ

る
。
本
町
は
ど
の
学
校
体

育
館
に
も
未
設
置
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
文

部
省
は
体
育
館
へ
の
設
置

促
進
を
図
る
た
め
、
国
庫

補
助
率
を
３
分
の
１
か
ら

２
分
の
１
へ
と
引
き
上
げ

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
機

を
捉
え
、
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
。

※
地
域
住
民
の
要
望
に

応
え
る
財
源
の
確
保
を

答　

空
調
設
備
と
併
せ

断
熱
性
の
確
保
も
求
め

ら
れ
て
い
る
。
老
朽
化

対
策
も
あ
り
、
そ
の
必

要
性
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

問　

東
京
や
大
阪
な
ど

設
置
率
が
高
く
、
そ
れ

以
外
は
低
率
で
あ
る
。

県
内
で
は
中
種
子
町
や

阿
久
根
市
で
高
率
で

あ
る
が
自
治
体
間
の
バ

ラ
ン
ス
が
理
解
し
が
た

い
。
補
助
率
が
上
が
っ

た
か
ら
即
、
取
り
組
め

な
い
と
は
思
う
が
、
子

ど
も
た
ち
の
環
境
整
備

の
た
め
に
考
慮
す
べ
き

と
思
う
が
。

答　

小
学
校
の
体
育
館

で
50
年
、
中
学
校
等
で

40
年
建
設
時
か
ら
経
過

し
て
い
る
。
老
朽
化
対

策
の
中
で
一
緒
に
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
案
件
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

問　

体
育
館
等
で
熱
中

症
に
な
っ
た
事
案
は
な

い
か
。

答　

町
内
中
学
校
屋
外

で
２
件
発
生
し
た
と
把

握
し
て
い
る
。

問　

災
害
時
に
体
育
館

は
避
難
場
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答　

旧
有
明
小
、
波
野

中
、
国
見
中
の
３
体
育

館
を
避
難
所
と
し
て
指

定
し
て
あ
る
。

問　

避
難
の
想
定
内
容

は
。

答　

南
海
ト
ラ
フ
被

災
に
つ
い
て
県
の
想

定
に
よ
る
と
、
一
日
目

２
５
０
０
名
、
一
週
間
後

が
２
３
０
０
名
、
一
ヶ
月

後
で
750
名
が
避
難
す
る

と
算
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

相
当
な
人
数
に
な

る
。
長
期
的
な
避
難
に

な
る
が
、
エ
ア
コ
ン
を

設
置
す
る
な
ど
町
民
の

健
康
維
持
に
対
応
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

設
置
す
る
に
こ
し

た
こ
と
は
な
い
と
思
う
。

問　

そ
の
際
、
臨
時
的

な
空
調
設
置
が
必
要
で

は
と
考
え
る
が
、
電
源

等
の
確
保
も
必
要
で
は

な
い
の
か
。
そ
の
方
策

は
。

答　

電
源
が
ほ
ぼ
喪
失

す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
力
で
電
源
を
確
保

で
き
る
よ
う
な
体
制
を

取
っ
て
お
か
な
い
と
い

け
な
い
と
は
思
い
ま
す
。

小
中
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を

教
育
長
…
老
朽
化
も
あ
り
併
せ
て
検
討
し
た
い

高山小体育館

災害時避難所に指定されている
国見中体育館

一
般
質
問

※
答
…
町
長
答
弁

　
答
…
教
育
長
答
弁



13

委
員
会
報
告

 審査を実施した事件 
「犯罪被害者等支援に関する要望書」について

 審査を実施した日 
令和５年 3月 13日・4月 17日・5月 9日・6月 13日

 審査報告 
・�3 月 13 日の審査では、「要望書について慎重な審査が必要である。」との意見
が出され、継続審査とすることが決定しました。
・�4 月 17 日の審査では、九州内の「犯罪被害者等支援に特化した条例」の制定
状況や鹿児島県が制定している「犯罪被害者等支援条例」を委員間で共有し、
今回の要望書の趣旨を理解し、次回からは、執行部の担当課に出席いただき、
審査を継続することとしました。
・�5 月 9 日及び 6月 13 日の審査では、執行部の担当課である総務課に出席を
いただき、執行部の「犯罪被害者等支援」に対する考え方や「条例制定」に
ついての考え方等の説明をしていただいた後、各委員から質問や意見等が出
されました。

 まとめ 
　4回の審査を実施し、執行部の担当課である総務課より「犯罪被害者等支援に
特化した条例については、制定する方向で協議を進めていく。ただし、国が犯罪
被害者等支援に対して、新たな取り組みをするとの情報もあるので、その動きを
注視しながら策定していくことになる。」との説明がありました。この説明を受け、
本委員会としても「進めるべき方向は、執行部と同じである。」ことから、審査対
象となっている要望書につきましては、「採択」することとしました。

所管事務審査報告書所管事務審査報告書
総務・文教委員会
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 調査を実施した事件 
薬草（カンゾウ）事業について

 調査を実施した日 
令和５年 3月 30日、5月 9日

 調査の経緯 
　平成 23年 9月、本町は新たな農業経営の柱の一つとして薬用植物（カンゾウ）
プロジェクト事業を開始した。これは、将来的に生産者の所得向上、産業・雇用
の創出、地域ブランド化を図っていくという目的であったが、昨年度で事業は終
了となった。なぜ新たな薬用植物プロジェクト事業は成功しなかったのか、本委
員会としてこの事業を調査することとした。

　 ●薬用植物（カンゾウ）事業の経過 
年度 期 別 ・�

生 産 者 数
栽培面積
（a）

出 荷 量
（㎏）

出 荷 額
（円）

a.�生産者への
補助額（円）

b.�関連経費
（円）

町の支出額
a＋b（円）

H24春 第1次（５名） 50 480.15 288,090 2,614,000 1,291,486 3,905,486 
H25春 第2次（12名） 200 1,668.31 1,000,986 10,407,000 

1,014,894 17,046,894 
H25秋 第3次（４名） 100 147.93 88,758 5,625,000 
H26春 第4次（６名） 105 247.50 222,750 6,134,000 

5,551,101 12,817,101 
H26秋 第5次（２名） 20 31.06 27,954 1,132,000 
H27春 第6次（３名） 40 266.87 266,369 1,462,000 3,642,413 5,104,413 
H28春 第7次（５名） 50 449.30 463,450 1,676,000 793,346 2,469,346 
H29春 第8次（２名） 30 344.83 332,933 1,003,000 875,845 1,878,845 
H30春 第9次（３名） 50 457.24 461,964 1,670,000 1,471,137 3,141,137 

R 1 春 町圃場で実証栽培 40 （収穫量）164.32 （研究用に提供） 0 1,654,789 1,654,789 

R 2 春 町圃場で実証栽培 30 （収穫量）35.00 （研究用に提供） 0 1,707,712 1,707,712 

R 3 春 町圃場で実証栽培 10 （収穫量）10.00 （研究用に提供） 0 878,462 878,462 

R 4 春 前年度の収穫分 229,720 229,720 

合　計（延べ42名） 645 4,093.19 3,153,254 31,723,000 19,110,905 50,833,905 

※ �R1 年度～ R4年度分は出荷せずに研究用に提供したため、出荷量、栽培面積の合計には含ま

れていません。

①�　平成 24年 12 月、三菱樹脂㈱、㈱グリーンイノベーションと提携し、葉た
ばこ廃作農家 5名による実証栽培を実施した。
②�　平成 25年度、栽培面積、出荷量も増えるが、翌年平成 26年度の出荷量は
激減した。
③�　平成 27年度、従来系統苗（Dロット）と新規系統苗（C２ロット）を定植
した。

所管事務調査報告書所管事務調査報告書
産業・福祉委員会
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④�　平成 28年度、従来系統苗から新規系統苗にすべて転換した。また、鹿児島
大学農学部との連携による害虫総合防除対策（令和元年度まで継続）と、鹿
児島県水産技術開発センターとカンゾウ根を利用した養殖魚のハダムシ抑制
対策の共同研究を始めた（令和４年度まで継続）。
⑤�　平成 29年度をもって、提携企業であった三菱樹脂㈱が撤退した。
⑥�　令和元年度からは生産者の実証栽培ではなく、町圃場での実証栽培となっ
た。ここで、カンゾウ実証栽培の形態が、出荷するものから、研究機関に提
供するものへと変わった。
⑦�　令和 2年度をもって、㈱グリーンイノベーションが撤退した。
⑧�　令和 4年度をもって、本町の薬用植物（カンゾウ）事業は終了となった。

　●薬用植物（カンゾウ）事業の検証
　平成 24年度から令和 4年度までの出荷量を見ると、2年目の第２次は増えた
ものの、第３次は激減し、その後は下げ止まり状態が続いた。それと比例して、
生産者数、栽培面積も減少している。なぜカンゾウは育たなかったのか、品種
転換や害虫防除対策をおこなったが、結果的に収量増にはつながらず、育たな
い原因は最後までわからなかったという説明だった。
　次に、収益が見込めない状況であることから令和元年以降は、カンゾウを利
用した養殖魚のハダムシ抑制の研究や、化粧品やお茶などの加工品の開発に活
路を見出そうとしたが、ハダムシ抑制の研究成果は確立されず、加工品の開発
も結果的には至らなかった。
　これまでにカンゾウ事業にかけた経費は５千万円を超えるものであり、生産
者が出荷で得た金額は約３百万円（６％）である。

《提携企業の役割》
・�三菱樹脂㈱は技術指導と苗の提供販売をH29まで（H30年からは町内業者が生
産販売）
・�㈱グリーンイノベーションは技術指導とカンゾウの買取り（H30年から業者へ
の種の提供）

委員会からの意見
　本事業終了の一番の要因は、提携企業の撤退というが、果たしてそう言えるの
だろうか。カンゾウ栽培技術の確立や加工品開発は、企業と提携しても自力で行
うものではないか。
　事業開始から 5年後の平成 29年度にこの事業の検証を行い、薬用成分（グリチ
ルリチン）の含有量が増えていたとして、事業継続の判断をしたというが、生産
者に栽培の活路が閉ざされた際や、提携企業が撤退した際、町はしっかりと事業
の検証を行ったのか、加工品もできない時点ではどうだったのか、当時の担当者
がいないから分からないという説明に疑問が残る。なぜ事業終了に至るまで、10
年もの長い年月が必要だったのか。
　「見切り千両」という言葉がある。果敢に新規事業に取り組むということは、本
町において必要性は理解する。しかし、新規事業というものは、決して成功確率
が高くないのも事実である。ここで必要なものは「撤退基準」ではないか。集団
的な無責任状態に陥っていたのではないか。「撤退基準」を明確にし、厳格に見直
すことが、成功確率を上げることにつながり、たとえ失敗しても、次の新たな事
業に活かせるものが得られるのではないか。
　この顛末をうやむやにしては何も生まれない。



「傍聴者のこえ」「傍聴者のこえ」

第
68
号

　

季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
な
が
ら
夏
の
訪
れ
と
と
も

に
心
地
よ
い
風
が
吹
き
抜
け
、
い
よ
い
よ
暑
さ
の
厳
し
い

季
節
と
な
っ
た
今
日
こ
の
頃
で
す
が
皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
第
５
類
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
活
動
し
や
す
い
環
境
へ
と
徐
々
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る

中
、
依
然
私
た
ち
の
生
活
へ
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
物
価
高
騰
は
今
後
も
続
い
て
い
く
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

６
月
定
例
議
会
で
は
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
経
済
支
援
助

成
な
ど
の
協
議
が
行
わ
れ
可
決
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
の

負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
今
後
も
継
続
的
な
支
援

が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
６
月
議
会
よ
り
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
情
報
の

迅
速
な
共
有
な
ど
に
向
け
、
本
格
的
に
情
報
通
信
機
器
を

議
場
内
で
も
活
用
し
て
い
く
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
時
代

の
流
れ
と
共
に
Ｉ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
な
ど
の
技
術
を
先
駆
的
に
導

入
、
活
用
す
る
こ
と
が
今
後
望
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
私
た
ち
は
情
報
を
透
明
に
提
供
し
、
皆
様
方

の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
よ
り
良
い
未
来
の
た
め
、
共
に

こ
れ
か
ら
も
歩
ん
で
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
意
見
や

ご
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
皆
様
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
編
集
後
記
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

文
責　

松
元　

健
作

編
集

後
記

◆発行　肝付町議会　◆編集　議会広報委員会
TEL 0994-65-2511（内線 1263）・0994-65-8431（直通）　FAX　0994-65-2507
肝付町ホームページでも、ご覧いただけます。　URL http://kimotsuki-town.jp

傍聴者の数　延べ人数　20 名傍聴者の数　延べ人数　20 名
６月定例会６月定例会 6月 9日/２名　　6月15日/８名6月 9日/２名　　6月15日/８名

6月16日/８名　　6月23日/２名6月16日/８名　　6月23日/２名（（ ））

6 月議会一般質問全体
的に良い感じを受けた
が、残念なことに傍聴
者の途中退出者が見受
けられた。

（70代　女性）

一般質問で施政方針
に対し多く感じ取れ
て良かった。

（60代　男性）

議会議員のあり方と
肝付町の将来の財政
危機について勉強会
等を開催されている
か。

（60代　男性）

�議会中でのマスクの付
け方について住民の意
見として受け止めてほ
しい。

（70代　女性）


